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第 7 章では、リン酸 アルミ アルカリガラスを 15% (体積)添加したすり板の実用条件における
諸特性を、在来すり板(黄銅)と比較するために現車実験を行なっている。ガラス添加すり板は特に
気温の高い時季の摩耗量が少なく、たとえば20~250Cでは、その摩耗量は在来すり板の約Mで、しか
も摩耗量のばらつきも小さいことを見出すと共に、ガラス添加すり板の摩擦面には、室内実験と同様
ガラスを主成分とする皮膜が生成することを確かめ、実用条件でもガラスによる潤滑効果が発生する
ことを推論している。相手電車線については摩擦発生位置の分布、摩耗進行速度、および摩擦面の状
態を含めて、ガラス添加すり板と、在来すり板使用時の、差異を認め難かったことを述べているが、
電車線局部摩耗発生の主原因が、架線支持柱付近における、パンタグラフ離線アークによるものであ
ることを見出している。
第 8 章は、本研究における各章の成果を総括したものである。
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論文の審査結果の要旨
近年電車の高速化、大電流化にともなってパンタグラフ材料の摩耗が問題となっている。論文提出
者はこの点に関し、在来の金属すり板材の代りに低融点ガラス粉と青銅粉末の焼結合金からなるガラ
ス添加すり板をはじめて開発し、色々な組成製造条件のすり板について摩擦係数、摺動面温度接触抵
抗、摩耗量などを測定するとともに実用化のための現車試験を行なっている。その結果ガラス添加す
り板では在来のすり板に比して摩擦係数が低く、摩耗量も少く接触抵抗はあまり変らないことを見出
し、実用化が有望で、あることがわかった。このような特性の原因を明らかにするため種々の基礎的実
験を行ない電車線とパンタグラフ表面にガラスが溶出した潤滑皮膜が形成されることが原因であるこ
とを種々の物理的手段で確かめた。現車試験の結果ガラス添加すり板では摩耗量が在来の黄銅すり板
の%でいどになり、摩耗量のばらつきも少く、また相手電車線にあたえる影響は在来のものと大差な
いことを見出している。
以上のように本論文は電気工学上極めて寄与するところが大きく博士論文として価値あるものと認
める。
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